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研究成果の概要（和文）：　遺伝、全身疾患、口腔健康、唾液量に加え、民族の食文化を反映する食生活が味覚
に影響を及ぼす因子であることが知られている。そこで本研究では、辛み嗜好性の強いタイ人と日本人を対象と
して食生活が味覚に及ぼす影響について検討した。対象は168名の高齢者(タイ群、日本人群、各々84名)とし、
症例対照研究をおこなった。その結果、５基本味（甘味、塩味、酸味、苦味およびうま味）全てにおいてタイ人
の認知閾値は日本人より有意に高かった(P<0.0001)。また、タイ人は日本人より有意に高い辛み嗜好性を有して
いた(p<0.001)。以上の結果より、食文化の違いが味覚に影響を及ぼす可能性があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：　Taste perception is influenced by several factors. However, it was unclear
 how food culture affects taste perception. In this study, we compared recognition taste thresholds 
between populations with different food culture, i.e. Thai and Japanese Adults. A matched 
case-control study was conducted in 168 healthy older adults (84 for each country). Recognition 
thresholds of sweet, salty, sour, bitter and umami were measured using Filter Paper Disc by 
stimulation at anterior and posterior tongue area. Spicy preference was measured by calibrated 
questionnaires. Interestingly, Thai older adults had much higher recognition thresholds of all 
tastes than those of Japanese (p<0.0001). Further, Thai adults had stronger preference on spicy food
 (p<0.0001). Our findings suggest that population from culture with stronger preference on spicy 
food such as Thai had higher recognition thresholds of all tastes than population with milder 
preference on spicy food like Japanese. 

研究分野： 口腔内科学
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１．研究開始当初の背景 
味覚は食事を選択し、消費するための重要

な感覚である。味覚障害は食欲不振、不適切
な栄養摂取、栄養失調および QOL の低下を
惹起する。味覚障害は世界中の高齢者におい
てよく見られる問題である。すなわち、65
歳から 80 歳の高齢者の約 60%、および 80
歳以上の高齢者の 80％以上に味覚障害を認
める。遺伝、全身疾患、口腔健康、唾液に加
え、民族の食文化を反映する食生活が味覚に
影響を及ぼす因子であることが知られてい
る。 
タイ料理は独特である。タイの高齢者の味

覚閾値について別の食文化を持つ他国の高
齢者と比較した報告は無い。タイのタマサー
ト大学歯学部と東北大学歯学研究科で行っ
た基礎的研究の結果、タイの高齢者グループ
(n=58)は 5 基本味（甘味、塩味､酸味、苦味、
うま味）のすべてにおいて日本の高齢者グル
ープ(n=57)より有意に高い味覚認知閾値を
示した(p< 0.001, Mann-Whitney U test)。 
この結果は、タイの高齢者が日本の高齢者よ
り味を感じにくく、この原因として食文化の
違いが関係している可能性を示唆した。しか
し現段階では観察した 2国間の母集団の平均
年齢などに相違があり、偏りが見られるため
本調査により母集団を適合させる必要があ
った。 
高脂肪食、甘味および野菜消費が味覚閾値

に影響を及ぼすことが示されている。日本の
研究ではアルコール摂取者は非摂取者に比
べて塩味および苦味の閾値が高いことが報
告されている。亜鉛や鉄などの微量無機物の
消費は塩味の閾値に影響を与える。塩やグル
タミン酸などの調味料は、苦味を低下させる。
トウガラシのカプサイシンは甘味、苦味およ
び酸味に影響を与える。興味あることに、タ
イの食文化は日本と大きく異なっている。す
なわち、日本ではたくさんの味をたくさんの
料理で味わうのに対し、タイ人は一つの料理
でたくさんの味のバランスを楽しむ。また、
タイ人は大量の調味料を用いたスパイスや
強い味を好む。さらにタイ人はほとんどのタ
イ料理にうま味を与えるため、地方の調味料
である Budu and Kapi などの魚醤を用いる。
この様な食べ物の継続的な消費は遺伝子多
型や味覚受容体に影響を与えるため、食事行
動が味覚閾値を変化させる可能性がある。 
味覚の変化は高齢者の食事に影響を与え

ることが知られている。たとえば、味覚障害
を持つ高齢者は肉を食べなくなくなり、その
結果、動物性タンパク質の摂取量が少なくな
る。塩味障害を持つ高齢者は食べ物に塩分を
過剰に添加する。よって、調味料の消費は栄
養と何らかの関係があるといえる。たとえば、
塩辛い食べ物はナトリウムを多く含み、甘い
ものは砂糖を、酸味に富むフルーツはビタミ
ン C を多く含む。よって、違った食文化を持
つ 2国間の味覚の相違について比較すること
は高齢者の健康や QOL を促進するための適

切な施策を策定するために重要である。 
現在味覚を評価するために濾紙ディスク

法, ciTAS, 電気味覚検査法, NIH toolbox な
どのたくさんの手法がとられている。濾紙デ
ィスク法は信頼できる非侵襲的で簡易な方
法であるため臨床研究では広く用いられて
いる。我々は既に基礎実験において、濾紙デ
ィスク法によりタイにおける高齢者と成人
の味覚閾値を評価できることを確認した。ま
た、タイおよび日本で濾紙ディスク法の評価
者間の標準化を行い、2 国で同様のプロトコ
ールにより研究結果を比較できる環境を整
えた。よって本研究では、濾紙ディスク法を
用いて日本人とタイ人の 5基本味の閾値を評
価することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
（１）タイ高齢者の 5 基本味の味覚認知閾値
を明らかにし、日本人高齢者と比較検討する。  
（２）食文化の相違を知るために日本人およ
びタイ人の辛み嗜好性の相違を検討する。 
 
３．研究の方法 
データ収集の前に、本研究計画をマヒドン

大学および東北大学病院の倫理審査委員会
に申請し、承認を受ける。 
（１）被験者 
  タイ人被験者はMahachakkree Sirinthorne 
Dental Hospital, Golden Jubilee Medical 
center, Mahidol University で、日本人被験
者は東北大学病院、口腔診断科でリクルート
した。リクルートに際し、下記の包含基準お
よび除外基準に基づき被験者を選定した。デ
ータ収集は全ての被験者に対し実験につい
て十分な説明をおこない、書面による同意が
得られた後、実施した。 
 
包含基準：50-90 歳である；タイまたは日本
にそれぞれ 5年以上住んでいる；全身疾患の
既往が無いか良くコントロールされている。 
 
除外基準：舌癌や舌手術の既往がある；無味
症者である；コミュニケーション障害者であ
る；重篤状態や無意識の者；濾紙ディスク法
（Filter Paper Disc (FPD) method）に耐え
られない者。 
 

 （２）研究デザイン 
  ①サンプルサイズ 
少人数の実験群でおこなった結果を基に、

年齢、性別、喫煙の有無、全身疾患の有無、
口腔乾燥感の有無および口腔衛生状態を適
合させるためのサンプルサイズを計算した。
ソフトウエア（G Power 3.1.）を用いて解析
した結果、タイ人群および日本人群の両群そ
れぞれ 84 名が必要サンプル数であった。 
 ②方法 
タイ及び日本で同時に収集したデータを

基に横断研究をおこなった。被験者に対し既
往歴を聴取後、口腔衛生状態及び口腔乾燥症



状に対する口腔内検査をおこない、感覚閾値
および認知閾値を FPD 法に測定した。  

（３）アウトカム: 辛み嗜好性と 5 基本
味（甘味、塩味､酸味、苦味、うま味）の認
知閾値  

①辛み嗜好性 
個々の辛み嗜好性について、無し、軽度、

中等度、強度の四段階で評価した。タイと日
本の辛み嗜好性を補正するため日本のカレ
ーレストラン（カレーハウス CoCo 壱番屋）
の辛み番号による辛み強度を参考にした。ま
た、スパイシーな食品の摂取頻度（週毎、月
毎）についても聴取した。 

②5基本味の認知閾値 
閾値は FPD 法で測定した。すなわちある

味質溶液を滴下した直径5mmの円形の濾紙を
右舌尖部または左口蓋部に約３秒間貼付し、
濾紙を除去した後、テストした味質について
質問した。被験者はそれぞれの味質について
低い濃度から順にテストされ（甘味、塩味､
酸味、苦味：レベル１～５、うま味：レベル
１～６）、テストされた味質を正確に感じた
濃度を認知閾値とした。違う味質テストに移
る際、前の味が感じられなくなるまでうがい
を指示した。刺激部位は、軟口蓋の刺激を我
慢できない高齢者が多いこと、並びに測定時
間の短縮を考慮し、右舌尖部および左口蓋部
の 2点とした。 
（４）データ分析 
①統計処理 
２群の統計的特性を比較するため、年齢

は Mann-whitney test、全身疾患と投薬は
Chi-square test、性差、喫煙の有無、口腔
衛生状態および口腔乾燥感は Fisher’s 
exact test にて統計学的に検討した。タイ人
と日本人の認知閾値および感覚閾値の有意
差は Two-way ANOVA にて統計学的に検討した。
危険率は 0.05 未満で有意とした。 
 
４．研究成果 
①タイ人と日本人の統計的特性について 
 味覚のデータを比較するために、年齢、性
別、喫煙の有無、全身疾患の有無、ドライマ
ウスの有無、口腔衛生状態のデータを適合さ
せた。両国の被験者の大半は高齢な女性で、
口腔乾燥の症状が無く、口腔清掃状態は良好
であった。 
② 認知閾値について 
 タイ人の甘味、塩味､酸味、苦味の認知閾
値は５段階のうちおおよそ４で、日本人は２
であった。うま味の認知閾値は６段階のうち
タイ人で５であったのに対し、日本人では３
と低値を示した。この傾向は舌尖と舌根部の
両方の測定部位でみられた。タイ人の感覚
(味覚)閾値は日本人より有意に高かった
(P<0.0001)。あるタイ人では FPD キットの最
も高濃度（甘味、塩味､酸味、苦味：レベル
５）の試薬でも味を感じない被験者が存在し
た。うま味についてこの傾向は著明で、タイ
人の 20％以上の被験者が最も高濃度の試薬

(レベル６)でも味を感じなかった。一方で日
本人ではそのように高い閾値を有する被験
者は存在しなかった。 
③辛み嗜好について 
日本人の約 60％は辛み嗜好が無かった。一

方タイ人の 70％は軽度または中等度の辛み
嗜好を有していた。これら 2国間の辛み嗜好
に有意差がみられた(p<0.001)。興味あるこ
とにタイ人の約 10％が強い辛み嗜好を有し、
日本人にはいなかった。日本人の約 85％がス
パーシーな食事を月に一度程度とるのに対
し、タイ人約 70％が少なくとも週に一度スパ
イシーな食事をとっており有意差がみられ
た(p<0.001)。この事はタイ人が日本人より
スパイシーな食べ物を好んで食べることを
示た。 
 以上の結果より、食文化の違いが味覚に影
響を及ぼす可能性があることが示唆された。 
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